
図書館本館では、毎年秋の読書週間にあわせて企画展や

講演会を開催しています。今年度の企画展は文芸講演会の

テーマにあわせ「中山道と本庄宿～絵図から見る今と昔～」

と題して、図書館で所蔵している中山道関連資料を中心に、

１１月１４日（火）から１１月２４日（金）にかけて開催

し、３１５人の来館者がありました。期間中１１月１８日

（土）に開催した、柴﨑起三雄氏による「中山道本庄宿」

と題した文芸講演会には６５人が参加しました。参加した

皆さんは、興味深い講演にじっと耳をかたむけ、企画展の

展示にも熱心に見入っていました。

１２月１６日（土）に、冬の催し物として

毎年恒例となった「クリスマスおはなし会」

を開催し、７０人が参加しました。ハンドベ

ルの演奏や、大型絵本、紙芝居によるクリス

マスのおはなし、パネルシアターや腹話術な

ど盛りだくさんの内容に、参加した子どもた

ちは楽しいひとときを過ごしました。最後に

登場したサンタクロースから、子どもたちへ

手作りのプレゼントを手渡しました。

平成２９年１１月に本庄西中学校の１年生が図書館本館で、１２月には児玉中学校の１年生が

児玉分館で、それぞれ図書館の業務を実際に体験する社会体験チャレンジを行いました。このチ

ャレンジ学習は、働くことの楽しさや厳しさ、また社会の規律やマナーの大切さを学ぶことを目

的に毎年実施しているもので、今年度は本庄西中学校から２人、児玉中学校からは３人の生徒が

参加してくれました。

カウンターでの本の貸出・返却・配架から、新刊本の受け入れや装備（本を貸出用に加工する

作業等）などの処理、また小学校に出向いての移動図書館の貸出など様々な図書館業務を行い、

とても丁寧に真面目に取り組んでいました。

▲本庄西中学生による配架・書架整理 ▲児玉中学生によるカウンター業務


